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ご あ い さ つ 

 

子どもの読書活動は、文字を読んで理解し想像する

ことで理解力や創造力等が養われるとともに、物語等

の様々な登場人物に共感したり反発しながら他者の気

持ちを理解し、自らの価値観を形成していくと考えら

れており、こどもの知的成長には欠かせない重要なも

のです。 

計画策定にあたり実施したアンケートで、「読書が好

きですか」との問いに、好き・どちらかといえば好きを併せると小学生・中学

生とも80％を超え、高校生でも70％を超えており、各学年とも読書に対する

関心は高いものの、一方では学年が上がると逆に１月に１冊も読まない人の割

合が高くなる傾向にあります。これはテレビやＤＶＤなどの映像メディア、コ

ンピューターやスマートフォンなどの電子機器の使用が生活の一部となってお

り、学年が上がるとこれらの影響を大きく受けると考えられ、子どもの読書活

動の推進は一層重要性を増しております。 

この様な状況の中、第３次鹿沼市子どもの読書活動推進計画では、第２次計

画の成果と課題を踏まえ、「読書を通して生きる力や学ぶ喜びを身につけ、豊か

な人間として成長していく」ことを目的とし、子どもを中心として、家庭・学

校・地域が一体となり社会全体で連携・協力を図りながら子どもの読書活動を

推進していくこととして、年齢に合った様々な事業を計画しております。また、

鹿沼市教育ビジョン基本計画Ⅱ期、第７次総合計画の策定と併せ、子どもの読

書活動の推進を重要課題と位置づけ、それぞれの計画とも整合性を図った計画

といたしました。 

 結びになりましたが、この計画の策定にあたり様々なご協力をいただきまし

た方々に心から感謝申し上げますとともに、計画の推進にあたり皆様の一層の

ご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

平成 29年３月 

                  鹿沼市教育長  高 橋 臣 一 

教育長写真 
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第１章  計画の策定に当たって 

 

１ 子どもの読書活動の重要性 

子どもの読書活動の推進に関する法律第2条に、「子どもの読書活動は、子

どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、

人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことのできないものであ

る」とあるように、読書は子どもの成長にとって大変重要な文化活動です。 

  また、自ら進んで本を読む子どもたちを育てていくことは、子どもたち自

身の将来のために、そして明日の社会の発展のために欠くことのできない極

めて重要な事柄であり、社会全体の課題として取り組んでいかねばならない

ものと考えます。 

 

２ 計画策定の背景 

(1) 国の動向 

国の「第二次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」期間中に

おいては、図書館法の一部改正法の成立、「図書館の設置及び運営上の望ま

しい基準」の改正等、子どもの読書活動に関する法制上の整備がなされ、

平成25年には、社会情勢や子どもの読書活動を取り巻く情勢の変化等を踏

まえ、「第三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」が閣議決定

されました。 

 

(2) 栃木県及び県内他市町の動向 

栃木県においては、平成16年2月に「栃木県子どもの読書活動推進計画」

（第一期計画）、平成21年3月に第二期計画、平成26年3月には第三期計

画を策定し、県内における子どもの読書活動推進のため、より一層の環境

整備を目指し、種々様々な施策、関係事業を行っています。 

また、県内市町においては、平成28年3月現在で25市町中22市町が計

画を策定し、それぞれ特色のある取組を行っています。 
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(3) 本市における子どもの読書活動推進状況 

本市では、平成19年3月に「鹿沼市子どもの読書活動推進計画」を策定

し、平成19年度から平成23年度までの5か年計画で、全ての子どもたちが、

あらゆる機会や場所において、自主的に読書活動を行うことができるよう、

環境の整備に取り組んできました。平成24年3月には「第2次鹿沼市子ど

もの読書活動推進計画」を策定し、第1次計画の成果と課題を検証し、様々

な施策を展開しながら子どもの読書活動の推進を図ってきました。 

 

３  計画の目的と位置付け 

  第2次計画の推進期間が平成28年度をもって満了となることから、その成

果を検証するとともに、本市の子どもたちが読書を通して生きる力や学ぶ喜

びを身につけ、豊かな人間として成長していけるよう、本市における子ども

の読書活動推進に当たっての基本的方向を示し、関連する施策を総合的かつ

計画的に取り組むことを目的とし、今後も子どもの読書活動を継続して推進

するための施策等に関する基本的な計画として位置付けます。 

また、「第7次鹿沼市総合計画」及び「鹿沼市教育ビジョン基本計画Ⅱ期」

との整合性を図ったものとします。 

 

４  計画の対象 

  この計画の対象は、0歳からおおむね18歳までの子どもとします。さらに、

子どもの読書活動の推進に関わる保護者をはじめ、市民ボランティア、保育

園・幼稚園、学校関係者等も対象とします。 

 

５  計画の期間 

  平成29年度から平成33年度までの5年間とします。 



  第２章 

３ 

 

第２章  「鹿沼市子どもの読書活動推進計画」（第２次）の成果と課題 

 

１ 第２次計画での取組 

第2次計画では、子どもが生涯にわたる読書習慣を身につけられるよう、読

書環境の整備に社会全体で取り組んでいくことを基本方針とし、家庭、地域、

学校それぞれが、子どもの年齢や発達段階に応じた資料の充実と読書機会の

提供につながる各種事業を推進してきました。 

また、子どもの読書活動に携わる学校や図書館をはじめとする関係機関、

ボランティアグループとの総合的な推進体制の整備、社会全体で子どもの自

主的な読書活動に関心を持ち、推進できる環境づくりに取り組んできました。 

 

２ 第２次計画での新たな取組の成果と課題 

(1) 家読（うちどく）の普及･推進 

第2次計画での新たな取組として、家読の普及・推進を挙げました。家読

とは、家族みんなで同じ本を読み、読んだ本について話をすることで家族

の絆を深める取組です。 

図書館では、家読コーナーの設置、家読図書の選定及びリスト作成、家

読図書セットの学校への貸出事業などを行っています。学校では、実際に

家庭で家読を行うことを宿題として出すなどの取組をしています。 

計画に関するアンケート（以下「アンケート」）で、家読の認知度は70％

以上ですが、家庭での実施率は20％未満です。第3次計画では、認知度と

ともに実施率も上がるよう、ＰＲ方法を見直す必要があります。 

 

(2) 読書ボランティア等の交流 

各地域、施設で活動する読書ボランティア等の、情報交換や課題等につ

いて協議し、活動の充実を目指してきました。しかし、横のつながりが薄

いため、各々の活動が見えてこないのが現状です。ボランティアの活動内

容をいかに吸い上げ、どう連携して活かしていくかが課題です。 
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(3) 本が身近にある学校づくり 

読みたいときにいつでも本を手に取れる環境を作ることが、読書を習慣

化するためにはとても大切です。第2次計画では、本が身近にある学校づく

りを進めてきました。図書室や教室だけでなく、廊下などにも本棚を置く

ことで、いつでも身近に本がある環境をつくり、子どもが本に触れる機会

を無理なく増やすことができます。今後は、いかに子どもたちにとって魅

力的な本を幅広く収集していけるかが課題です。 

子どもだけでなく、大人を含めたくさんの市民が、自然に本を手に取り

読書ができる、いつも身近に本がある環境づくりを市全体で進めることが

重要です。そのためには、家庭、地域、学校が同じ目標を共有し、連携し

て読書活動推進に取り組んでいくことが不可欠です。 

 

３ 第２次計画の指標と達成状況 

(1) 小中学生の学校での1か月当たりの読書量（1人当たり） 

 平成28年度目標値 平成28年12月末現在 

小学校 8 冊 ６．０ 

中学校 3 冊 ２．６ 

 

(2) 市立図書館の蔵書数と貸出冊数 

ア 蔵書数 

 平成 28 年度目標値 平成 28 年 12 月末現在 

全蔵書数 445,000 冊 454,275 冊 

うち児童書数 150,000 冊 149,988 冊 

 

イ 貸出冊数 

 平成28年度目標値 平成28年12月末現在 

総貸出冊数 495,000 冊 367,310 冊 

うち児童書の貸出数 210,000 冊 154,242 冊 

 



第2次鹿沼市子どもの読書活動推進計画の成果と課題

№ 中項目 施策名 成果と課題

1
ブックスタート事業
の推進

10か月検診時に毎月１回実施

2
おはなし会や講座等
を通しての啓発

年間おはなし会(本館47回・粟野館49回・東分館19回)、人形劇(本館3
回・粟野館2回)、赤ちゃんとお母さんのためのおはなし会（本館5回）実
施

3 家読の普及・推進

図書館で家読図書第1期・2期（240冊）を選定して図書コーナーを設置
した。学校へもまとめて貸出を開始。館内展示等で啓発を実施した。
【課題】館報、ホームページに掲載したが一覧等の活用（リーフレット作
成・配布等）については不十分である。また普及啓発のための講座は未実
施

4
年齢にあった図書館
資料の充実

児童書（ＹＡ図書を含む）の購入、赤ちゃん絵本はシールを貼り別置して
利便性の向上を図った。 こども向けＣＤ・ＤＶＤを整備した。

5
図書館の読書普及の
推進

赤ちゃん絵本、ＹＡ図書、家読の資料を収集、提供を図った。
ホームページから各館紹介のページのリニューアルを実施した。
テーマ別の展示・紹介等を実施した。

6
乳児から小さい子へ
の支援

ブックスタート事業を実施した。
赤ちゃん絵本コーナーの冊数1,782冊
 「赤ちゃんとお母さんのためのおはなし会」を 27年度5回開催した。

7
小学生への支援・啓
発

「本を読む子どもの集い」（本館）、「子ども司書講座」（本館・東分
館）を実施した。

8
Ｙ Ａ コ ー ナ ー の 充
実・中高生の職場体
験の支援

計画的に蔵書数を増やした。市内中・高校の職場体験を受け入れた。

9
特別な支援を必要と
する子へのサービス

大活字本、録音図書、手話や字幕入り映像資料、さわる絵本等の収集、提
供、点字体験講座を実施した。

10 家読の普及・推進 №3と同様

ボランティアの講座への支援（講座で使用する資料の提供・人材の支援）

現在はボランティアへの研修・講座を実施していない。ボランティアが独
自の研修を行っている。

12
図書館司書の適正配
置と研修

職員の資質向上のため、県立図書館等が開催する研修に積極的に参加し
た。
【課題】子どもの読書活動を推進するために、適正な司書を配置する必要
がある。

13
読み聞かせと図書の
充実

幼稚園児におはなし会を実施した。（27年鹿沼幼稚園年長組78人参加）
幼稚園にボランティアを派遣し、おはなし会を実施した。（27年度聖母
幼稚園へかじまたKLV）

14
保護者が集まる機会
を通じての啓発

発表会などに読み聞かせを行っている施設がある。

15
おはなし会等を通じ
ての啓発

保育園・幼稚園に図書館事業チラシを届けた。

16
図書館との協力体制
の促進

児童書リクエスト対応冊数40冊（H26）、文書箱・直送で送付した。
隔月でコミュニティセンターに児童書を配本した。
児童書配本数7,174冊（H26）

17
読書ボランティアと
の連携

おはなし会実施
・北犬飼コミュニティセンター（KLV・KLVジュニア）
・粕尾コミュニティセンター（まざあぐうす）

18 情報の提供
【課題】コミュニティセンターの広報誌は、最も住民の目にふれる広報媒
体であり、コミュニティセンターを地域の読書推進の拠点として位置付
け、積極的に情報を提供し読書推進の連携をとる必要がある。

19 地域活動への支援
【課題】コミュニティセンター等における団体や事業への読書活動推進支
援は、積極的に情報を提供し、コミセンとの連携を図る必要がある。

保 育 園 ・ 幼
稚 園 に お け
る 読 書 活 動
の推進

コ ミ ュ ニ
テ ィ セ ン
タ ー 等 に お
け る 子 ど も
の 読 書 活 動
の推進

市立図書館
の整備充実

市 立 図 書 館
に お け る 子
ど も の 読 書
活動の推進

第1章　家庭における子どもの読書活動の推進

第2章　地域における子どもの読書活動の推進

家庭におけ
る子どもの
読書活動の
推進

ボランティアの育
成・研修

11

5



№ 中項目 施策名 成果と課題

20

全校一斉読書や読み
聞かせなど、学校全
体での読書活動の推
進

学校全体で朝の読書活動に取り組んだ。国語の授業に絡めたシリーズ本につい
ては、団体貸出を利用して児童のニーズに応えることができた。
ＫＬＶによる読み聞かせにより、児童の読書活動を推進した。
まざあぐうすによる「人形劇とスライド絵本」小学校で年間16回実施した。

21
必読図書や推薦図書
の選定など、良書に
親しむ機会の充実

学校図書館担当者を中心に、計画的に図書選定を行い、児童生徒に良書に
親しむ機会を充実させた。

22
読書活動の促進を図
るための読書量調査
の実施

家読の推進を踏まえ、読書量調査についても、学校だけでなく、家庭で読
んだ本の冊数も含んだ。
【課題】読書量は確保できたが、目標指数については見直しが必要であ
る。

23
学校図書館の計画的
な利用

市立図書館と連携し、学校図書館支援員が団体利用者登録し、児童生徒の
図書資料等の利用促進を図ることができた。

24
学校職員の研修と学
校内の協力体制の確
立

各学校において年度当初に、職員会議等で図書館教育について共通理解を
図っている。
【課題】市学校図書館運営研修会については実施の見直しが必要である。

25
計画的な図書館資料
等の整備・充実

【課題】各学校において学校図書館教育計画を作成している。各学校の児
童生徒の読書活動に関する実態調査を通して、更なる見直しが必要であ
る。

26
魅力的な学校図書の
充実

計画的な予算措置により、学校図書館の本の充実を図っている。

27
施設・設備の整備・
充実

季節に合った掲示物の作製や配架の工夫などを通して、学校図書館の環境
の充実を図った。

28 学校図書館の情報化 平成27年度から、図書資料の新たなデータベース化に着手している。

29
粟野第一小学校の新
校舎建築における読
書スペースの工夫

粟野小学校の図書室及び「夢階段」と呼ばれる大階段には、児童が本に親
しめるような読書スペースを確保する工夫をした。

30 学校図書館の開放 地域の実情に応じて、学校図書館を地域住民へ開放している。

31
司書教諭を中心とし
た授業における読書
活動の促進

司書教諭や学校図書館担当者と学校図書館支援員が連携し、各教科等で活
用が図れるような図書資料等を整備した。

32 司書教諭の配備促進
平成27年度、11学級以下の学校で司書教諭有資格者が配置されている学
校数は24校中15校であった。

33 研修の充実
学校図書館支援員は、年6回の研修を計画的に実施した。
【課題】「鹿沼市学校図書館運営・活動研修会」については実施について
見直しが必要である。

34
学校図書館支援員の
配置

10名の学校図書館支援員が中学校1校と小学校2校又は3校を担当するよ
う配置した。
学校図書館担当職員と連携を図り、学校のニーズに応じた学校図書館の環
境整備を行った。

35
学校の図書館ボラン
ティアとの連携

保護者や地域住民、そして図書館ボランティア（ＫＬＶ）との協力によ
り、各学校の実態に応じた学校図書館になっている。
【課題】特色ある学校づくりについては学校差が大きい。

36 資料提供体制の整備 自館にない資料も県内図書館から借り受けして対応した。

37 広域利用協定の周知
幅広い資料活用を図るため、広域利用図書館ガイドを適宜利用者に説明・
配布して図書館施設の有効活用を図った。

学校におけ
る子どもの
読書習慣の
形成

公 共 図 書 館
の連携

第3章　学校における子どもの読書活動の推進

第4章　子どもの読書活動推進体制の整備

学 校 図 書 館
の 整 備 ・ 充
実

人的配置の
推進
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№ 中項目 施策名 成果と課題

38 団体貸出の推進

学校図書館支援員の団体貸出数を上げた。新着図書を除き50冊まで（開
架の本20冊まで）
第１・第2次家読セットを活用
【課題】学校図書館支援員・ボランティアへの研修の充実が必要

39
学校図書館支援員・
ボランティアへの研
修

【課題】26年度に学校図書館支援員向けにブックトークの研修を行った
が、新任者向けに基礎研修が必要である。

40 テーマ別資料の提供
学校から図書館に学習内容や日程が提示されていない。
【課題】学校によって学校図書館支援員と教員の連携状況に差がある。学
校図書館支援員のさらなる活用が必要である。

41
職場体験事業での連
携

体験の中で資料の探し方や図書館の利用の方法を学ぶ機会を設けている。

42
団体貸出・リサイク
ル図書の活用推進

各幼稚園・保育園への団体貸出、リサイクル図書の児童書を無料配布し
た。
【課題】施設によって利用状況に差がある。

43
保育園・幼稚園を通
した働きかけの強化

保護者を交えたおはなし会等は実施されなかった。

44
ブックスタート事業
の充実

№1と同様

コミュニティセンターからの予約・リクエストを電話やFAXの他、イン
ターネットやメールでも受け付け、迅速な資料の提供に努めた。

【課題】コミュニティセンターにより、リクエストをする施設とあまり利
用しない（市民からの要望がない）施設があった。
図書館システムの端末をコミセンに6台導入する予定だったが、東日本大
震災の影響で計画がなくなった。

46
放 課 後 児 童 ク ラ ブ
（学童クラブ）との
連携

団体への資料貸出を３館で行った。
図書館行事への団体参加（粟野館・東分館）
学童クラブへ出向いての出前でのおはなし会の実施（東分館）

47
ボランティアへの基
礎講習、情報交換の
場を提供

毎年養成講座を開催した。
ボランティア団体の活動内容をＰＲする場として、エントランスホールの
掲示板、パンフレットスタンドなどを提供している。

48
各種情報媒体からの
情報提供

公共団体や民間団体の情報についてエントランスホールの掲示板、パンフ
レットスタンドにより情報を提供した。
【課題】「鹿沼市ホームページ」などでの市外の情報提供の活用について
は、不十分である。

49
図書館ホームページ
の充実

ホームページのリニューアルを実施した。予約・連絡先メールの変更や貸
出継続を１回できるようにした。
【課題】読書通帳の利用に活用できるか。

50
あらゆる機会を活用
した情報提供

地域、学校、図書館において、各種推せん図書リスト（課題図書・栃木県
推せん図書・敬老の日・成人の日対象等）を配布した。
毎年、校長会や司書教諭研修会等において、図書館事業や団体貸出制度、
家読図書貸出制度などを紹介している。

51
読書に関わる日の啓
発と関連事業の実施

読書に関わる日は、各館の館報、ホームページなどで啓発し、おはなし会
や展示が同時に実施された。東分館では子どもの参加型の「こいのぼりを
かざろう」や「しおりプレゼント」のイベントを、子どもの読書週間と読
書週間に合わせ実施した。

52
読書の意義・重要性
の周知

図書館だより、ホームページ、広報かぬま、生涯学習情報誌、学校だより
等で周知を図り、事業を通じて啓発した。
各読書ボランティアは、会報や便り、おはなし会等を通して啓発した。

53
発達段階に応じた推
薦リストの提供

赤ちゃん絵本コーナー、家読コーナーを設置している。
【課題】保護者から子供の年齢向けの本を探してほしいとの要望が多く、
発達段階に応じたリストを提供する検討が必要である。

54
図書館の利用促進・
啓発

子育てサロン（東分館）、団体利用・施設見学・体験学習（全館）を通
し、読書や利用促進について啓発した。

55 家読の普及・推進 №3と同様

各 種 関 連 情
報 の 収 集 提
供

総 合 的 な 啓
発 活 動 の 推
進

市 立 図 書 館
と 学 校 図 書
館 の 連 携 強
化

市 立 図 書 館
と 保 育 園 ・
幼 稚 園 の 連
携強化

読 書 ボ ラ ン
テ ィ ア 、 関
係 機 関 と の
連 携 ・ 協 力
の促進

45
図書館とコミュニ
ティセンターのネッ
トワークの推進

7
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第3章 計画の基本的な考え方 

 

１ 基本方針 

子どもの読書活動は、人生をより深く「生きる力」を身につけていくために

欠くことのできないものです。読書は、言葉の発達に大きな効果があります。

集中力がつき、想像力・感受性が豊かになり、ストレスの解消、人の気持ちが

分かるようになると言われています。乳幼児期から本に親しみ、子ども自身が

読書の楽しさを知ることができるよう、読書環境の整備に社会全体で取り組ん

でいくことが大切です。本市では、次の２点を基本方針とし、関連する諸施策

を実施します。 

  

(1) 家庭、学校等における子どもの読書活動の普及・啓発 

家庭は、子どもが読書の楽しさ・大切さ・素晴らしさを初めて知る重要

な場所です。読み聞かせをしたり、いっしょに本を読んだり、家族で本と

ふれあう時間を共有することが大切です。そのため、保護者が読書の大切

さを理解することが必要です。 

学校は、従来から学習活動を通じて読書活動を行っており、子どもの読

書習慣を形成する大切な役割を担っています。今回のアンケートでは、読

書が好き、どちらかといえば好きを併せると小学2年生・5年生・中学2年

生いずれも80％を超えています。高校2年生も77％あります。読書に対

する関心、好きという気持ちを大切にし、育てていくことが必要です。 

このことから、子どもの読書習慣の確立に大きな役割を持つ、家庭・学

校等が相互に連携・協力した子どもの読書活動の普及・啓発を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

H28 本市調査「子どもの読書活動に関するアンケート」より 
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(2) 読書環境の整備 

子どもの読書環境の充実のために、子どもの読書活動に携わる地域、学

校、図書館、読書関係ボランティアなどと連携を図るとともに、学校図書

館の整備、充実を図ります。 

さらに、図書館のホームページの充実・図書館だよりや広報かぬま等で

のお知らせ、図書館間のネットワーク、広域利用の充実を進めていきます。 

 

２ 第３次計画での新たな取組 

第３次計画では、第２次計画の取組と課題をふまえながら、家庭・地域・学

校における読書活動の推進について新たな取組も進めます。 

(1)  読書通帳の作成 

子どもたちに本に親しんでもらうため、図書館が子ども向けに読んだ本の

記録ができる「読書通帳」を作成します。学校・家庭などで子どもと本につ

いて語り合ってもらい、すてきな本との出会いを応援します。 

 

(2)  プレパパママデビュー塾等での読書啓発 

これから親になる市民のために、身近に本がある環境を紹介しながら、子

どもと読書についてのパンフレットを作成し、直接手渡すことで読書への関

心を深めてもらいます。 

 

(3)  赤ちゃんタイムの導入  

 赤ちゃんタイムとは、赤ちゃんが泣いたり幼児が声を出したりしても、温

かく見守る時間の事です。小さな子ども連れの保護者にゆっくり図書館を利

用してもらえるよう赤ちゃんタイムを導入し、子育て・子どもの読書を応援

します。 
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3 計画の指標 

計画の基本方針に沿って、次の指標を設定します。 

本市では、第２次計画で家読の普及・推進を進めてきました。家読とは、家

庭読書の略で、家族で本を読んでコミュニケーションすることで同じ時間、同

じ空間を共有し、楽しい時間を過ごすことで、家族の絆が深まり豊かな心の成

長が期待できます。 

家庭での読書を習慣化できるよう、関連事業や啓発活動を推進してきました

が、アンケートではまだ家読を知らない、知っていてもやっていないという結

果でした。 

そこで、実施率を上げるための環境整備を進め、1か月に1冊も本を読まな

い不読
ふ ど く

の子どもがいなくなるよう、子どもの読書活動を推進していきます。 

 

○  家読の実施率アップ 

  (家読をやっている・家読の普及をしている) 

 

 

 

 

 

 

 

○  不読率の改善 

(1か月に1冊も本を読まない人を減らす) 

 

 

 

 

 

 

   

 平成28年度 
(実績) 

 平成33年度 
（目標値） 

保育園幼稚園 
（保護者） １６．２％  ３０．０％以上 

小学校 ２１．１％  ４０．０％以上 

中学校  ５．１％  １０．０％以上 

 平成28年度 
(実績) 

 平成33年度 
（目標値） 

小学校 ２．３％  ２．０％以下 

中学校 ４．０％  ３．０％以下 

H28 本市調査「子どもの読書活動に関するアンケート」より 



１１ 

 

 
第 3次鹿沼市子どもの読書活動推進計画における施策の体系 

 

基本方針      施策の方向   方  策 

家
庭
学
校
等
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
普
及
・
啓
発
並
び
に
読
書
環
境
の
整
備 

  

第
４
章 

子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関
す
る
普
及
・
啓
発 

              
(1) 家読の普及・啓発(P14) 

    
１ 

家庭における読書活動

の推進 

  

      
(2) 

家読用図書の利用促進

(P14)                 

                          

                
(1) 

学校における子どもの読

書習慣の形成(P15)                 

    
２ 

小中学校における読書

活動の推進 

  
(2) 

学校図書館の整備・充実

(P17)       

                
(3) 人的配置の推進(P18) 

                

                          

                
(1) 

読み聞かせと図書の充実

(P21）                

    
３ 

保育園・幼稚園における

読書活動の推進 

  
(2) 

読書に関する研修等情報

の提供(P21)       

                
(3) 

おはなし会等を通じての

普及・啓発(P21)                 

                          

                
(1) 

年齢にあった事業の推進

(P24)                 

    
４ 

図書館・地域における読

書活動の推進 

  
(2) 

年齢にあった資料の充実

(P26)      

               
(3) 地域との連携(P27) 

               

                         

  

第
５
章 

子
ど
も
の
読
書
環
境
の
充
実 

            
(1) 

図書館ホームページの充

実(P32)                

               
(2) 

図書館ネットワークの推

進(P32)                

   
１ 図書館の利用促進 

  
(3) 読書通帳の普及(P33) 

      

                
(4) 職員等の研修(P33) 

                

                
(5) 

オンラインデータベース

の利用促進(P33)                 

                          

                
(1) 

ボランティア活動の支援

(P34)                 

                
(2) 

学校図書館支援員・ボラ

ンティアの研修(P34)     
２ 

ボランティア、関係機関

との連携・協力 

  

      
(3) 

本によるまちづくりの推

進(P35)                 

                
(4) 

読書に関わる日の啓発

(P35)                
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学 校等 
幼稚園・保育園 

小・中学校 

高等学校 

家 庭 

地 域 
図書館 

学童保育 

子ども 

子どもを中心に家庭、学校、地域など 

社会全体での連携・協力を図る 

第 3次鹿沼市子どもの読書活動推進計画 

【子どもの読書活動推進目的】 

読書を通して生きる力や学ぶ喜びを身につけ 

豊かな人間として成長していく 

ボランティア 
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第４章 子どもの読書活動に関する普及・啓発 

 

１ 家庭における読書活動の推進 

〈現状と課題〉 

子どもは読書を通じて、多くの知識を得、創造力や読解力等を養っていき

ます。子どもにとって読書が生活の中の一部となり、継続されることは大変

重要なことです。家庭に本があり、家族が身近に読書する姿を見せることも

大切です。そして、読書活動の普及・啓発を進める中で、子どもを中心に、

家庭・学校・地域等が連携していくことが必要であると考えました。 

家庭での読書の時間を確保し、家族で読書を楽しむ方法として家読があり

ます。家読は子どもの読書活動を進める上で有効な手段の一つです。図書館

では平成24年度から、家読用図書第1期、第2期として1～3年生用・4～6

年生用・中学生用図書各40冊を3セットずつそろえ、教員・学校図書館支援

員等に貸出しを行っています。 

しかし、家読を実施している家庭はまだまだ少ない状態です。 
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〈施策の方向〉 

(1) 家読の普及・啓発 

家読の普及・啓発のために、いろいろな講座やおはなし会、学校、保育

園、幼稚園、コミセン等でちらしの配布や広報活動に力を入れ、実施率を

目標値まで上げていきます。 

 

(2) 家読用図書の利用促進  

教員・学校図書館支援員等に引き続き家読用図書の貸出しを行います。 

また、図書館や地域のコミュニティセンター等の事業案内を通じて周知

し、家読用図書の利用を促すとともに、保護者等へ子どもの読書に関する

情報の提供（家読推進のリストなど）を行い、家庭における読書活動の啓

発に努めます。 

また、学校図書館支援員が家読用図書を担当の小中学校に順次配本し、

市内全ての小中学校に家読図書が巡回するようにします。巡回することで、

家読用図書の利用が増え、多くの家庭で家読が実施されることが見込めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校における家読の取組の様子 
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２ 小中学校における読書活動の推進  

(1) 学校における子どもの読書習慣の形成 

〈現状と課題〉 

ア 家読の推進 

望ましい読書習慣の形成が、児童生徒の人格形成に大きな役割を担うこ

とから、学校においては、各教科等を通じて多様な学習活動を展開すると

ともに、学校図書館を計画的に活用し、児童生徒の主体的、意欲的な読書

活動を推進しています。 

子どもの読書習慣は、日常生活を通して形成されるものです。保護者と

読書の楽しさを共有することで、子どもは自然に読書に親しむようになり

ます。家庭において、読み聞かせをしたり、本の感想を話し合ったりする

など、子どもの読書に対する興味や関心を引き出すための働きかけが望ま

れます。 

 

イ 児童生徒の「不読率」  

栃木県における「平成24年度子どもの読書活動に関する実態調査」では、

１か月に1冊も本を読まない子どもの割合、いわゆる「不読率」が、小学

生9.8%、中学生22.8％という結果が出ています。また、本市のアンケー

トにおいては、小学生2.3％､中学生4.0％という結果が出ています。 

 

ウ 学校全体での読書活動の推進 

学校での読書活動は、全校一斉読書や、読書週間の開催が実施されてい

ます。特に、小学校では、図書館ボランティアを中心に読み聞かせやおは

なし会、読書活動に関するイベントなど、児童の読書意欲を高める取組が

展開されています。また中学校では、ビブリオバトル※などを取り入れて

いる学校もあります。 

これからは、学習指導要領等を踏まえ、児童生徒の読書の量を増やすこ

とのみならず、読書の質も高めていく読書活動を推進していきます。 

 

 
※ビブリオバトル…参加者同士でおもしろいと思う本を紹介し合い、もっとも読みたい本を投票で決めるもので、

「知的書評合戦」とも呼ばれています。 
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〈施策の方向〉 

ア 家読の推進 

栃木県教育委員会から県内全小中学生に配布される、家読おすすめ本を

掲載した啓発資料（「家読＠とちぎ」）や、鹿沼市立図書館資料の「家読（う

ちどく）のおすすめ」を活用し、「家読」の推進を図ります。特に、長期休

業中の家読への取組を推進します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                             

 

イ 読書活動の促進を図るための読書調査の実施 

小学校、中学校共に学年が上がるにつれて読書ばなれになる傾向があり

ます。読書調査を実施し、「不読者」の割合（不読率）をふまえ、読書量の

確保を図ります。長期休業中における「家読」を推進します。 

 

ウ 学校全体での読書活動の推進 

学校全体での読書活動の充実を図るため、国語の授業に絡めたシリーズ

本の紹介や、季節・行事等に合わせた選書など、教育活動と関連させた読

書の時間の在り方を工夫します。また、発達の段階に即した図書を選定し、

良書に親しむ機会を増やすための働きかけを工夫します。 

  

栃木県教育委員会生涯学習課資料 鹿沼市立図書館資料 
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(2) 学校図書館の整備・充実 

〈現状と課題〉 

学校図書館は、児童生徒の想像力を培い、学習に対する興味・関心等を呼

び起こし、豊かな心や人間性、教養、創造力等を育む自由な読書活動や読書

指導の場である「読書センター」としての機能と、児童生徒の自発的、主体

的・協働的な学習活動を支援したり、授業の内容を豊かにしてその理解を深

めたりする「学習センター」としての機能とともに、児童生徒や教職員の情

報ニーズに対応したり、児童生徒の情報の収集・選択・活用能力を育成した

りする「情報センター」としての機能を果たし、学校教育の中核的な役割を

担うことが期待されています。特に、学校教育においては、児童生徒が自ら

考え、主体的に判断し、行動できる資質や能力などの「生きる力」を育むこ

とが求められており、様々な学習活動を支援する機能を果たすことができる

学校図書館の整備・充実が望まれます。 

 

〈施策の方向〉 

学校図書館は、発達の段階や地域の特性等をふまえた魅力的な本や学習に

役立つ本などを充実させていきます。そのための計画的な予算措置や、児童

生徒及び教職員のニーズに応じた偏りのない調和のとれた蔵書構成となる

ような選定に努めます。同時に、学校図書館支援員を活用し、市立図書館の

本の団体貸出しを積極的に利用したり、巡回

図書の働きを担ったりしていきます。また、

学校図書館の蔵書のシステム化を図り、「読書

センター」としての機能の充実を図ります。

さらに、小学校における外国語教育、特別支

援教育や外国人児童生徒に対する対応など、

学校教育への新たなニーズに応えられる図書

館資料を整備し、「学習センター」としての機

能の充実を図ります。さらに、学校図書館の

活用を基にして、情報活用能力を育成する「情

報センター」としての充実を図ります。               粟野小学校の夢階段と図書室 
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(3) 人的配置の推進 

〈現状と課題〉 

各学校には、司書教諭が配置されています。平成28年度は、12学級以

上の学校13校を含め、市内28校に司書教諭が配置されています。さらに、

本市においては、平成20年度から配置した学校図書館支援員が、鹿沼図

書館ボランティア（ＫＬＶ）と共に、組織的・計画的に活動を進めてい

ます。子どもたちの読書活動を支援するために、校内協力体制の確立と、

司書教諭及び学校図書館支援員、図書館ボランティアの連携・協力が大

変重要になります。 

平成27年の学校図書館法改正により、学校図書館活動の充実を図るた

めには、専ら学校図書館に関する業務を担当する、いわゆる学校司書を

置くことが努力義務となりました。本市では、学校図書館支援員を学校

司書としてとらえ、児童生徒の読書活動の推進に努めています。現在、

学校図書館支援員10人が、市内の全ての小・中学校に配置されています。

3校又は4校の担当校を定期的に回り、図書の受入や貸出、さらには図書

の相談に対応するなど、専属的に学校図書館の環境整備や、児童生徒の

読書活動の推進に努めています。今後も全ての学校への配置を続けるこ

とが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校図書館教育部会研修会の様子 
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〈施策の方向〉  

現在、市内のすべての小・中学校に配置されている学校図書館支援員

は、1人あたり３校または4校を担当しているため、各学校への訪問は週

1回又は、2回となっています。今後は、引き続き全校へ配置をするとと

もに、各校のニーズへの充実した応対に向け、必要に応じて、学校図書

館支援員の増員も検討していきます。 

本市では、学校図書館支援員が、学校司書としての役割を担っていま

す。学校司書に求められる資質能力は、「学校図書館『運営・管理』」と

「児童生徒の『教育』」の双方に係る知識・技術であることから、専門的

な知識・技術の取得と活用を目指して、計画的に研修を行っていきます。 

    さらに、学校図書館担当者と、学校図書館支援員および図書館ボラン

ティアの三者が連携を図りながら、児童生徒の読書活動を推進できるよ

う「鹿沼市学校図書館運営・活動研修会」などの研修の充実を図り、個々

の資質の向上に努めます。 

 

小学校図書室でのＫＬＶ活動の様子 
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３ 保育園・幼稚園における読書活動の推進 

〈現状と課題〉 

保育園・幼稚園は、就学前の子どもたちが人とふれあいながら、絵や言葉

のリズムを楽しむことから本に親しんでいきます。保育士や教諭、ボランテ

ィアによる絵本や紙芝居などの読み聞かせは、子ども達がお話の世界を楽し

みながら、言葉を覚え、心を育んでいく大切な機会です。アンケート調査結

果でも、読書に関わる行事は「読み聞かせ」や「おはなし会」が主なもので

あり、職員やボランティア団体の協力により実施されています。そのような

読書活動の継続とともに、読み聞かせの研修会など保護者が集まる機会を通

じての啓発活動を行うなど、子どもたちの心を育てていくためには保護者や

家庭との連携も重要です。 
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H28 本市調査「子どもの読書活動に関するアンケート」より 
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〈施策の方向〉 

(1) 読み聞かせと図書の充実 

保育園・幼稚園での生活の中で、子ども達が本に親しみを持てるよう、

連携して読み聞かせ等を行っていきます。 

 また、図書館の団体貸出制度をより活用していただき、読み聞かせやお

はなし会に使用する大型絵本等の活用を促すとともに、貸出文庫等各施設

への図書の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

            読み聞かせ（聖母幼稚園）                       大型絵本（粟野館） 

 

(2) 読書に関する研修等情報の提供 

 保育園・幼稚園での講座や研修会実施に

向けて、ボランティア団体や講師・協力者、

実施状況などの情報提供及びボランティア

団体との協力・支援に努めます。 

 

 

読み聞かせ講演（粟野保育園） 

(3) おはなし会等を通じての普及・啓発 

 保育園・幼稚園の保護者等へ図書館事業

ちらし等を配布し、親子で参加できる事業

への参加を促します。絵本の読み聞かせを

通じて親子で心を育んでいく大切さを知っ

てもらい、家読の普及・啓発を図ります。 

夏休みおはなし会(粟野館) 
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４ 図書館・地域における読書活動の推進 

〈現状と課題〉 

図書館では、子どもの年齢にあった講座やおはなし会等を開催し、読書活

動が活発に行われることを目指しています。 

児童図書は平成27年度全館で149,591点所蔵されており、図書館資料全

体の33.1％を占めています。 

児童図書の貸出点数は、第1次計画当初の平成19年度は年間146,007点

で、全貸出点数の34.8％を占めていました。その後、第2次計画が進むにつ

れて増加し、平成27年度は年間198,745点で全貸出点数の40.6％となって

います。 

 

鹿沼市立図書館の蔵書数と貸出点数                

 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

蔵書数 395,771 401,974 411,316 416,151 424,284 431,792 439,106 446,834 452,140 

蔵書数 
(内児童) 

121,068 125,290 129,995 133,154 137,344 140,244 143,989 147,819 149,591 

貸出点数 411,588 443,420 462,060 455,869 500,183 494,570 486,975 476,739 489,441 

貸出点数 
(内児童)  

146,007 171,583 185,620 190,795 197,835 194,865 192,211 192,951 198,745 

 

各年齢層に合わせ、種々な事業を実施していますが、事業のほとんどが、

乳幼児や小学生が対象であるため、今後は新たに中学生以上を対象とする事

業を増やす必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

子ども司書講座受講者によるおはなし会の様子(本館) 
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地域の活動拠点となっている各地区のコミュニティセンターや学童クラブ

等には、図書コーナーや図書室が設けられています。図書館本館と粟野館で

は貸出文庫事業として、定期的に一般書・児童書を配本しています。 

アンケート結果によると、子ども達が読む本のうち図書館や学校図書館の

本が半数、購入や家の本が半数で、コミュニティセンターの本は、あまり利

用されていない状況が見られます。 

家読の推進も含め、団体貸出制度の利用やコミュニティセンター等に定期

的に配本している貸出文庫など、資料の充実を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館の本 

20% 

コミュニティ

センターの本 

1% 

学校の   

図書室の本 

28% 
友だちから 

借りた本 

2% 

家にある本 

24% 

買った本 

25% 

お子さんの読む本は次のうちどれですか？ 

外国の作者の本を読もう (本を読む子どもの集いの様子) 

H28 本市調査「子どもの読書活動に関するアンケート」より 
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〈施策の方向〉 

(1) 年齢にあった事業の推進 

図書館では、乳幼児から中高生まで、様々な年齢にあった事業を推進し

ていきます。特に、家読の推進に関する事業や中高生を対象にした事業に

力を入れていきます。 

 

図書館における子どもの読書活動推進事業について 

事業名 事業内容 対象 

プレパパママデビュ
ー塾への読書啓発
（新規） 

ブックスタートに関する資料の配布と
事業に関する説明会 

保護者 

ブックスタート 
赤ちゃん向け絵本の紹介、読み聞かせ、
おはなし会等の周知。絵本1冊をプレゼ
ントする 

10か月児と
保護者 

赤ちゃんタイム 
（新規） 

親子で訪れた際、周りに気兼ねなく本や
資料を選ぶことができる時間を確保し
ゆっくり本や資料を選ぶことができる 

乳幼児を持
つ保護者 

赤ちゃんとお母さん

のためのおはなし会 

紙芝居・大型絵本・手遊び・エプロンシ
アター・パネルシアター・工作など（本

館） 

0歳から3歳
の乳幼児と

保護者 

つどいのひろば 

親子で交流しながら子育ての情報交換
の場を提供し、本に親しむ機会を増や
す。読み聞かせや、赤ちゃん絵本の紹介
など(東分館) 

未就園児と
保護者 

名作アニメ映画会 
名作映画の上映と原作本の紹介(本館・粟
野館) 

幼児・児童・
保護者 

 

 

 

 

 

 

 ブックスタート 土曜日おはなし会 つどいのひろば 
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事業名 事業内容 対象 

おはなし会 
紙芝居、絵本などの読み聞かせ・手遊
び・工作・折り紙など（本館・粟野館） 

幼児・児童・
保護者 

読み聞かせの会 
紙芝居、絵本などの読み聞かせ・折り紙
など(本館・粟野館) 

幼児・児童・
保護者 

ほんのすおはなし会 
紙芝居、絵本などの読み聞かせ・影絵・
パネルシアター等の上演(東分館) 

幼児・児童・
保護者 

人形劇・パネルシア
ター 

人形劇・パネルシアター等の上演 
幼児・児童・
保護者 

読書通帳（新規） 
読書通帳を導入し、読書や図書館への関
心を高め、読書習慣を身につけることが

できる 

小・中・高校

生 

本を読む子どもの集
い 

読書の楽しさ、すばらしさを知るきっか
け作りを広め、詩の創作や物語の舞台を
訪ねる体験をする(本館) 

小学1・2年
生 
小学3・4年
生 

夏休み点字体験講座 
点字を学び、視覚障がい者への理解を深
める。福祉関係書籍の紹介(本館) 

小学生 

読書感想画展 

読書感想を文字でなく絵で表現する。絵
で表現するために、じっくり読書し、本
のイメージをふくらませることができ
る。出品者全員に参加賞(本館・粟野館) 

小学生 

子ども司書講座 

図書館の仕事に直接かかわりながら、友

だちや家族に読書の楽しさを伝え、本と
人とを結びつける手助けをするリーダ
ーの育成(本館・東分館) 

小学5・6年
生 

夏休み調べ学習相談
会 

夏休みの宿題等の相談会。ボランティア
と一緒に本を探し、調べる過程や方法、
本への関心を深める(本館) 

小・中学生 

職場体験受入 
マイチャレンジ事業(中学生対象）、イン
ターンシップ事業(高校生・大学生対象)
の受入 

中・高・大学
生 

中学・高校への講師
の派遣 

ボランティアと連携し、授業で必要とす
る読み聞かせ等の講師を各学校へ派遣 

中・高校生 

 

 

 

 

 
夏休み点字体験講座 子ども司書講座 中学・高校への講師の派遣 
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(2) 年齢にあった資料の充実 

子どもたちの興味や関心、成長に合わせた図書を提供することはとても

大切なことです。乳幼児から高校生まで、年齢や発達段階に応じた、赤ち

ゃん絵本・児童書・YA(ヤング・アダルト)図書※の充実に努めます。これ

らの資料の充実は、子どもたちの読書意欲を高めるとともに、本への興味

関心が深められていくことが期待されます。また、子どもたちの調べ学習

活動等を適切に支援できる資料の収集に努めます。 

また、障がいのある子ども向けの点字図書、録音図書、布の絵本等、幅

広い資料の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

布の絵本 

※YA図書…Young Adult（ヤングアダルト）略してYA（ワイエー）。ヤングアダルト（YA）とは、13歳～19歳の“若い大人”と

いう意味で使われている言葉です。児童書から一般書への橋渡し的意味合いで、中学・高校生世代へ提

供する本を「ヤングアダルト図書」と呼んでいます。 
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(3) 地域との連携 

ア 図書館との協力体制の推進 

各地区のコミュニティセンターや学童クラブ等の図書コーナーや図書

室は、小学生や乳幼児を育てる保護者などが、本を身近に手に取れる場

所として利用されていますが、より多くの住民の方に知ってもらうよう

周知・ＰＲをし、内容の充実を図ります。 

また利用者からの本の予約・リクエストには、各地区のコミュニティ

センターの職員に仲介してもらい、読みたい本を希望者に届ける仕組み

ができています。図書館と各地区のコミュニティセンターがこれからも

より一層連携協力し、速やかに対応できるよう利用者の利便性の向上に

努めます。 

そして定期的に児童書を配本し、地域の子どもたちに貸出しをしてい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティセンターの図書コーナー 
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各施設の貸出文庫蔵書数 

  児童書数 一般書数 総  計 

板荷ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 596 535 1,131 

西大芦ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 1,456 676 2,132 

加蘇ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 477 1,242 1,719 

北犬飼ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 435 600 1,035 

南摩ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 4,210 4,829 9,039 

南押原ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 356 401 757 

東大芦ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 1,571 1,388 2,959 

菊沢ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 989 831 1,820 

北押原ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 225 519 744 

東部台ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 443 896 1,339 

粟野ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 227 205 432 

粕尾ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 201 199 400 

永野ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 208 249 457 

清洲ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 181 198 379 

南部地区会館 130 112 242 

菊東なかよしクラブ 130 0 130 

石川げんきくらぶ 114 0 114 

アメニティホーム 850 431 1,281 

鹿沼市民文化センター 87 91 178 

計 12,886 13,402 26,288 

                            (平成28年3月31日現在) 

 

 

 

 

貸出文庫…図書館が、地域の公共施設や各種団体にまとまった冊数の図書を一定期間預け、

そこから近隣の住民が本を借りることができるようにするものです。 
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イ  施設への資料充実と読書活動の推進 

学童クラブ等には、団体貸出制度の有効利用による児童への読書活動

を進めます。貸出文庫で配本している資料については、新刊本や内容の

充実を図ります。また、市内県立高校や各施設等での研修・講座、イベ

ントに際し、読書活動に関わる講師やボランティア団体の情報提供を行

います。 

子どもの自主的かつ主体的な読書活動を推進していくために、学校で

必要とする教科の資料や読み物の1か月間の団体貸出を推進します。 

また、長期貸出が可能な資料については、1か月以上の期間の貸出しが

できるようにしていきます。 

さらに、学習で使用する機会が多い分野の図書を効率的に貸出しでき

るように事前予約を受け付け、学校図書館支援員への貸出点数とは別に、

学校へ貸出しができるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 家庭への読書活動の啓発・促進 

図書館や各地区のコミュニティセンター等の事業案内を周知し参加を

促すとともに、保護者等へ子どもの読書に関する情報の提供（家読推進

のリストなど）を行い、家庭における読書活動の啓発に努めます。 

 講師による講話  演習風景 絵本の読み聞かせ講習会（鹿沼高校） 
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エ 高校生への図書館利用の促進 

職場体験の中学生マイ・チャレンジ事業や高校生インターンシップ事業で

生徒が作成したお勧めの本の紹介ＰＯＰ
ポ ッ プ

(キャッチコピーや説明文、イラスト等

を手描きしたもの)を展示するコーナーを作るなど、同世代が共感を持てるよう

な、また本が読みたくなるような事業を展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

中高生によるＰＯＰ作品 

職場体験での中高生のＰＯＰ作品作りの様子 
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第５章 子どもの読書環境の充実 

 

１ 図書館の利用促進 

<現状と課題> 

子どもが読書に親しみ、充実した読書活動を行うためには、社会全体で子ど

もの自主的な読書活動をサポートしていく環境づくりが重要です。 

しかし、アンケートからも分かるように、図書館を利用する子どもの数は、

学年が上がるにつれて少なくなっています。図書館を利用しない理由として

「忙しい 行く時間がない」が全学年を通して１番に挙げられ、次いで「読み

たい本がない」等となっています。前回調査からは、１番と２番が逆転してい

るため、「読みたい本がない」については若干の進展が見られた形となってい

るものの、学年が上がるにつれ、図書館にほとんど行かない生徒が増える傾向

には変わりがないため、多くの子どもたちに図書館を利用してもらえる、種々

の取組が必要となってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H28 本市調査「子どもの読書活動に関するアンケート」より 
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<施策の方向>   

(1) 図書館ホームページの充実 

図書館のホームページを充実し、中高生に利用してもらえるよう、内容を

充実させるとともに「赤ちゃん絵本」や「家読用図書」「ＹＡ図書」等、年

齢に応じたブックリストの紹介をします。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 図書館ネットワークの推進 

県内公共図書館の相互貸借制度を活用して必要な資料を用意し、子どもた

ちの身近な施設を通して届けられるよう、利用できる施設の拡大を図ってい

きます。 

また、県央地域６市４町の県央広域利用協定により個人利用ができる図書

館の周知や、国立国会図書館を含む全国の公共図書館のネットワークを利用

し、求める資料を取り寄せることができるなどの周知に努めていきます。 

 

○県央広域利用図書館 （栃木県央公立図書館等連絡協議会） 

（６市）宇都宮市 鹿沼市 日光市 真岡市 さくら市 下野市  

（４町）上三川町 芳賀町 壬生町 高根沢町            

※区域内に住所がある方は、上記の公立図書館で利用者登録ができます。 

 

はじめてのえほんリスト 

家読用図書リスト 
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(3) 読書通帳の普及 

   読書の楽しさを知るきっかけづくりとして、子ども向け「読書通帳」を

導入し、自分の読書履歴を目に見えるよう記録することで、読書意欲を高

め図書館利用の促進を図ります。 

また、図書館で借りた本を記録してもらう読書通帳と、学校での読書記録

を相互に活用できるよう連携を図っていきます。 

 

(4) 職員等の研修  

   学習や幅広い分野の図書館資料を充実すると同時に、読書案内や調べ学

習に対し、的確な資料提供ができるよう、職員の各種研修への参加を促し、

図書館員としての専門知識の習得、レファレンスサービス※等のスキルアッ

プに努めていきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) オンラインデータベースの利用促進 

   インターネット検索よりも情報の信用度が高く、歴史から時事問題まで、

調べものに利用できるオンラインデータベースの利用拡大を進めていきま

す。特に児童用の百科事典ポプラディアは、「夏休み調べ学習相談会」や「オ

ンラインデータベース講習会」等での周知を図っていきます。 

 

 

 

  

オンラインデータベース専用 

パソコンコーナー（本館） 

オンラインデータベース講習会 

 

掲示物作成講習会の様子 

 

※レファレンスサービス…調べものなど資料を求める方へのお手伝いをすること 

 例) ○○について調べたいが、どんな本や資料がありますか？  

  ○○という本を探しています。どこかの図書館にありますか？(所蔵調査) 

 ○○に関して○○が見られる施設はありますか？（関連施設の照会） 



第５章 

３４ 

 

２ ボランティア、関係機関との連携・協力 

<現状と課題> 

現在、家庭や学校・各施設等で子どもたちに対して様々な読書活動の取組や、

働きかけを行っているボランティア団体は、その数の増加や活動内容が多岐に

わたるようになり、個々の組織の強化と人材育成も課題になっています。これ

らの活動がより一層活発になるような図書館のサポートも必要になっていま

す。 

図書館は、子どもたちをはじめ、学校や教育施設、保育園、幼稚園、ボラン

ティア団体等に図書館を積極的に活用してもらい、それらの連携のための手助

けや研修等の支援を行いながら、地域全体で読書活動を応援する環境が作られ

るよう積極的に取り組む必要があります。 

 

<施策の方向> 

(1) ボランティア活動の支援 

   図書館、学校、各施設等、地域で子どもの本に関わるボランティア間の情

報交換の場を提供し、読書ボランティア活動を支援します。 

また、おはなし会の実施に必要な大型絵本や紙芝居等を充実していきます。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学校図書館支援員・ボランティアの研修 

学校図書館で必要とされる蔵書管理の実務や必要な資料を探す手助けとな

る資料分類等についての基礎知識、児童生徒への読書相談などに対応するた

本館の紙芝居コーナー 
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めの研修に協力し、支援員・ボランティア等関係者との連携、協力体制を促

進します。 

  

(3) 本によるまちづくりの推進 

ちいさな図書館※事業を推進し、身近に本を手に取れる環境を増やしながら、

地域全体で読書活動に関する意識の高揚を図り、子どもたちの読書意欲を高

めます。 

 

※ちいさな図書館…本によるまちづくりの試みとして、市民の皆様にコーヒーなどを

楽しみながらくつろぎの読書空間を提供するサービスです。 

各加盟店の店内には、オーナーのオススメの本を中心に様々

な本が用意されています。 

 

 

(4) 読書に関わる日の啓発 

子どもの読書活動推進のために、「子ども読書の日」や「子どもの読書週間」

等、子どもの読書に関わる日を中心に、啓発や関連事業を行います。 

「子ども読書の日」‥‥（4 月 23 日） 

「子どもの読書週間」‥（4 月 23 日～5 月 12 日） 

「読書週間」 ‥‥‥‥(10 月 27 日～11 月９日) 

「文字・活字文化の日」（10 月 27 日） 

 

 

 

子どもの読書週間「こいのぼりをかざろう」(東分館) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資    料    編 
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 第３次鹿沼市子どもの読書活動推進計画策定委員会設置要綱 

 

(設置) 

第１条 本市における第３次子どもの読書活動推進に関する施策及び事業を総

合的かつ効果的に推進するにあたり、子どもの読書活動推進に関する法律に

基づき、第３次鹿沼市子どもの読書活動推進計画（以下「推進計画」という。）

を策定するため、第３次鹿沼市子どもの読書活動推進計画策定委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。 

(任務) 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を検討し、その結果を鹿沼市教育委員会に

報告する。 

（１） 「第３次鹿沼市子どもの読書活動推進計画」の策定に関すること。 

（２） 子どもの読書活動推進の施策に関すること。 

（３） その他必要な事項に関すること。 

(組織) 

第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員長には、教育次長を、副委員長には図書館長をもって充てる。 

３ 委員は、別表に掲げる者をもって充てる。 

（委員長及び副委員長の職務） 

第４条 委員長は会務を総理する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代

理する。 

３ 委員長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、

意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第５条 委員会の庶務は、図書館において処理する。 

(補則) 

第６条 この要領に定めるもののほか必要な事項は、委員長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 
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鹿沼市子どもの読書活動推進計画策定委員名簿 

所   属 氏   名 役    職 備  考 

教育委員会 田野井  武 教育次長 委員長 

  金子  信之 教育総務課長   

  神林  浩二 学校教育課長   

  山野井  健 生涯学習課長   

  善林  克江 学校教育課長補佐   

  神山   学 図書館長 副委員長 

総務部 袖山  稔久 企画課長   

市民部 田野井 秀雄 地域活動支援課長   

保健福祉部 
  

大谷   薫 子育て支援課長   

矢部  容子 健康課長   

  

 鹿沼市子どもの読書活動推進計画策定懇談会名簿 

氏    名 所   属 備  考 

座長 栃内 千恵子 図書館協議会 学識経験者 

  金子  英利 図書館協議会 菊沢東小学校長 

  湯浅 都志昭 図書館協議会 鹿沼商工高等学校長 

   星   祐一郎 図書館協議会 鹿沼ライオンズクラブ 

  大橋  浩子 図書館協議会 KLV協会 

  豊田  敏盟 図書館協議会 鹿沼学舎 

  高岡  正之 図書館協議会 鹿沼史談会 

  須田  陽子 図書館協議会 点訳グループ「桐」 

  中島  成子 図書館協議会 絵本とおはなしの会 

  大音  由里 図書館協議会 おはなしと人形劇の「まざあぐうす」 

  前田  成彬 図書館協議会 河鹿の会 

  川村  洋子 図書館協議会 おはなしボランティア「ノアの会」 

  野中  幸子 図書館協議会 公 募 

  荒井  訓子 図書館協議会 公 募 

  宮田  里枝 図書館協議会 公 募 
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第３次鹿沼市子どもの読書活動推進計画策定に関するアンケート調査結果 

 

１ 調査の目的 

   アンケートは、第３次計画の策定に際して、読書環境の現状の把握、 

今後の読書活動展開の課題の洗い出し、施策の方向を探るため、子ども 

本人、その保護者、保育施設、学校、学童クラブ等に協力をお願いし 

実施したものです。 

 

２ アンケート対象 

・ 小学２年生（各学校の２学年１クラスの児童が対象）４３１人 

・ 小学５年生（各学校の５学年１クラスの児童が対象）５３６人 

・ 中学２年生（各学校の２学年１クラスの生徒が対象）２８１人 

・ 高校２年生（各学校の２学年１クラスの生徒が対象）１６０人 

・ 小学校２年生児童の保護者・・・・・・・・・・・・４３１人 

・ 小学校５年生児童の保護者・・・・・・・・・・・・５３６人 

・ 保育園・幼稚園の幼児の保護者・・・・・・・・・・５７２人 

・ 保育園・幼稚園・小学校・中学校・高等学校・・・・・７０施設 

・ 学童クラブ・コミュニティセンター・・・・・・・・・４０施設 

 

３ アンケート内容 

（１）読書についての現状 

（２）家読について 

（３）市立図書館の利用状況及び要望について 

（４）学校図書館の利用状況、読書活動の取り組みについて 

（５）読書するようになるための要件について 

 

４ アンケート実施期間 

平成２８年 ６月１５日（水）～平成２８年 ７月２０日（水） 



本を読みますか？

平成23年度調査結果

１か月何冊くらい読みますか？

平成23年度調査結果

平成28年度調査結果

平成28年度調査結果
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本を読むようになるには

平成23年度調査結果

平成28年度調査結果
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お子さんは読書が好きですか？

あなた自身は本（読書）が好きですか？
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家庭で子どもに本を読んであげたことがありますか？

誰が読んであげますか？

本を読んであげる時間は一週間にどれくらいですか？
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市立図書館の利用

図書館に行きますか？

利用しない理由

 

市立図書館に望むこと
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学校図書室の利用

学校図書室を利用するか

利用しない理由

学校図書館に望むこと
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４８ 

 

お気に入りの本はありますか？ 

 

小学 2年生                

書   名 著 者 名 

かいけつゾロリシリーズ 原  ゆたか 

サバイバルシリーズ ― 

ルルとララシリーズ あんびる やすこ 

バムとケロ 島田 ゆか  

ミッケシリーズ ウォルター・ウィック 

 

小学 5年生 

書   名 著 者 名 

サバイバルシリーズ ― 

探偵チームＫＺ事件ノート 藤本 ひとみ 

ぼくらシリーズ 宗田   理 

ほねほねザウルス ― 

黒魔女さんシリーズ 石崎  洋司 

 

中学生 

書   名 著 者 名 

永遠の０ 百田  尚樹 

カラフル 森   絵都 

5分後に意外な結末 麻希  一樹 

サッカーボーイズ はらだみずき 

君の名は。 新海   誠 

 

高校生 

書   名 著 者 名 

塩の街 有川   浩 

告白 湊  かなえ 

図書館戦争シリーズ 有川   浩 

珈琲店タレーランの事件簿 岡崎  琢磨 

君の膵臓を食べたい 住野  よる 

 

 



 

４９ 

 

子どもの読書活動関係ボランティアグループの活動紹介 

名称 主な活動内容 

日本児童文学者協会 

鹿沼支部“河鹿
か じ か

の会” 

 図書館の小学低・中学年生対象「本を読む子どもの集い」で、

読書指導・読書啓発活動を行う。文集「ゴムの木」発行 

 文芸誌「河鹿」を発行 

 県内児童文学者グループとの交流 

ＫＬＶ
カ リ ブ ー

（鹿沼図書館ボ

ランティア）協会 

 市内小中学校図書館で、読み聞かせ・蔵書管理・書架整理 

ＫＬＶ.Ｊｒの育成等   

 銀行・病院等に本棚を設置する「街角ライブラリー」の運営 

 ブックスタート事業協力 

 千葉省三記念館でのおはなし会 

絵本とおはなしの会 

 図書館で毎週土曜日おはなし会を担当 

 図書館で「赤ちゃんとおかあさんのためのおはなし会」を 

年 5 回開催 

 「おはなし☆だいすき」の発行 

おはなしと人形劇の

“まざあぐうす” 

 図書館や小学校、幼稚園・保育園等で人形劇・パネルシアター・

おはなし会等の公演 

 人形劇講習会の開催 

 「まざあぐうすニュース」の発行 

朗読グループ“いずみ” 

 視覚障がい者向け録音図書の作成 

 広報紙を視覚障がい者向けに毎月録音 

 視覚障がい者への対面朗読 

 図書館、高齢者、障がい者施設でのおはなし会 

鹿沼民話の会 

 語り部として鹿沼の民話の普及活動 

 高齢者施設での民話語り 

 図書館でのおはなし会・さつきの里むかしがたり 

 屋台のまち中央公園などで民話語り 

おはなしボランティア

“ノアの会” 

 粟野館で毎週土曜日おはなし会をまざあぐうすと担当 

 小学校・学童保育等での読み聞かせ 

 高齢者、障がい者施設でのおはなし会 

 「おはなしひろば」の発行 

点訳グループ“桐” 

 点訳図書や点字見出しラベル、点字カレンダーの作成 

 図書館の「夏休み親子点字体験講座」で指導・協力 

 議会広報の点訳作業 

 学校や社会福祉協議会で点字指導や講習会の開催 
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鹿沼市子どもの読書活動推進計画 
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